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皆様、新年明けましておめでとうございます。 

 
さて、昨年５月に新型コロナウィルスが感染症法上の第５類へと移行し、コロ

ナ禍で抑圧された生活から解き放たれたように人の流れは急増し、街の活気は
一気に勢いを取り戻しています。 
宮島を始め広島県の観光地においても、インバウンドの復調とＧ７広島開催

と相まって大変な賑わいとなっており、観光業界では景気回復の兆しが顕著に
表れています。 
 
一方、会社を取り巻く環境は、物価高に加えて最低賃金の大幅値上げなど、健

全経営には依然として厳しい状況であることに間違いありません。 
このためにも、私たちはお客様から適正な価格で仕事が受注いただけるよう、

高い技術力を裏付けとするサービスを提供するなど、一層の信頼関係を築いて
いく必要があります。今後も滞り無く技術力・接遇力を高め、従業員各自がキャ
リアハイに努められることを期待しています。 
 
このような状況下でありながら、当社では第３四半期が過ぎた時点で売上、利

益とも計画の数字を達成することができました。これも偏に皆様方のご尽力の
賜物で深く感謝しております。 
残る３か月も、経済動向に注視しながら次の第４４期に繋げる結果を残すこ

とが重要と考えていますので、引き続きの頑張りをお願いします。 
 
また、最近世間を騒がせている「パワハラ」ですが、過去では普通に指導の範

疇と思われていた叱責などの言動は、法律の改正や時代の変遷により、現在では
受け手側の感じかたに趣が置かれ、殆どが「パワハラ」として捉えられている現
実を受け止めておく必要があります。 
パワハラなどハラスメントは、一旦発生すると会社の信用度を著しく低下さ

せ、惹いては会社の存続に大きな影響を与えることを十分理解しておくことが
肝要です。どうか皆様におかれては、ハラスメントの無い働きやすい職場環境づ
くりに積極的に取り組んでいただくことをお願いします。 
私も、センビの代表者として、皆様にとって働き甲斐の 

ある会社であり続けるよう誠心誠意努力して参る所存です。 
 
以上、新年を迎え私の所見を述べさせていただきました 

が、新しい年が、皆様にとってご多幸で実り多い年であり 
ますよう心からご祈念申し上げ挨拶とさせていただきます。 
本年もよろしくお願いいたします。  

きずな 

 

２ ０ ２ ４ 年 １ 月 

第 ２ ４ ０ １ 号 
き ず な 

 

＝令和６年（２０２４年）を迎えて＝ 

代表取締役社長 中 田 義 秀 

 

 



    令和６年の抱負 

 
 
 
 
呉営業所 
所長 齋藤敦則 

 

            
            
            

            
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東山口営業所 
所長 本田健一 

 

 
 

 
            
            
            

  

 

 

 

明けまして、おめでとうございます。 

私は、これまで新年のあいさつに健康管理と交通事故防

止など、安全衛生面について抱負を述べてきました。 

それは、会社の大切な宝である従業員、そしてそのご家

族の幸せは、会社として護っていかなければならないとい

う思いが強いからです。 

私のこれまで７４年の人生で、４０歳で禁煙・６４歳で

禁酒（糖尿病になりましたがほぼ治癒）をして、私なりの

健康管理に努めてきましたが、残り少ない人生、一日一日

を大切に生きようと誓っています。 

健全な生活は、家族の幸せにつながり、会社にとっても

業務の適切な遂行に重要なポイントと考えています。 

令和６年も、従業員の健康管理・安全管理を最重点とし

て捉え、安全衛生面について積極的に取り組んでいきま

す。時には口うるさく感じるかもしれませんが、ご理解と

ご協力をお願いします。 

令和６年が皆様にとってご健勝であることを願ってい

ます 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

本年もみなさまにとって良い年である事を心よりお祈

り申し上げます。 
 

昨年は残念ながら、呉営業所にて大きな事故が発生しま

した。交通誘導業務中、昼休憩に入ったばかりの警備員に

車が衝突するというものでした。 

事故はいつでも、誰にでも起こる可能性があります。 

呉営業所では、警備員全員に交通事故防止教室を開催

し、交通事故を起こさない・交通事故に遭わない事を全員

で誓いました。 

本年は事故なく、体調管理にも気を付けていただき、 

明るく・楽しく、仕事が出来ることを切に願っております。 
 

本年もよろしくお願いいたします。 
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新年、あけましておめでとうございます。 
新型コロナの感染症法上の位置づけが５類に移

行してから初めてのお正月となりました。 
昨年は、幸いに東広島営業所の勤務員から感染

者は出ませんでした。しかし、コロナ以外で、本人
や家族の健康上の理由などで、勤務を断念された
方もおられました。私自身も現在は、完治しており
ますが、他の病気で、年明けから通院加療しており
ました。 
大変な年でしたが、仕事や業務全般にわたり、皆

様のご指導、ご助力を戴き、無事に新しい年を迎え
る事が出来ました。 
さて、令和６年の干支は、甲辰（きのえたつ）たつ

年です。 
甲（きのえ）「木の陽」を表し、「辰」（たつ）は、草

木の成長が一段落し、整った状態を表しているそうで
す。甲辰は、「春の日差しが、あまねく成長を助ける。」
年だそうです。 
新しい春ひざしのもと、「健康第一！」をモットーに

「無災害運動を通じての安全」、「業務実績のさらなる飛
躍」を合言葉にし、東広島従業員一同、頑張ってまいり
ます。 
どうか、皆様の暖かく力強い、ご助力・ご支援をお願

い申し上げます。 

 

新年、あけましておめでとうございます。 

昨年にやっと新型コロナウイルス感染症も次第に落

ち着いてきておりますが、まだまだ感染症対策を行って

いる各現場もありますし、それと同時にやはり各現場の

人員不足と言う課題も残った一年だったと思います。そ

して現在業界を覆う不況の影響もあり、昨年は三次営業

所にとっても非常に厳しい一年間だったと思います。 

今年は「諦めない」を掲げ、生き残っていくために、

引き続きさまざまなリスクと直面しながらも、一歩も引

かずに攻めていきたいと思っております。 

そのため、皆さまには昨年以上に厳しい戦いを強いる

こととなるかもしれませんが、勝利を勝ち得た際にはそ

れだけ得るものも喜びも大きいのは間違いありません。 

本年も三次営業所と従業員が一丸となって、栄光の勝

利を見据えて頑張っていきましょう。 

皆さま、本年もよろしくお願いいたします。 

 



ハラスメント 
 

 
 ジャニーズ事務所によるセクシアルハラスメント、ビッグモータース、宝塚
歌劇団や楽天イーグルス球団でのパワーハラスメント行為など、依然としてハ
ラスメントの被害が発生しています。私たちは、この出来事を他山の石ではな
く自分に置き換え、足元を今一度しっかりと見つめ直す必要があります。 
 本稿ではパワーハラスメント（以下「パワハラ」と記します。）の現状など
について紹介します。 
 
パワハラの現状 
 厚生労働省でのパワハラ実態調査では、３人に 1人が過 
去３年間にパワハラを受けたと回答しており、内容として 
最も多かったのは「精神的な攻撃」（４９.９%）次いで「過 
大な要求」（３３.３%）でした。 
 これは、コミュニケーション不足などにより、相手の感情 
や反応を汲み取りにくくなったため、つい余計なコメントを 
言ってしまうなど、無自覚のうちにパワハラを行うというケ 
ースも増加していることが一因としてあります。 
 
パワハラと指導 
 パワハラと線引きが難しいのが指導です。 
指導のつもりで行った発言が、パワハラと捉えられること 

は多くあります。両者を分ける重要なポイントとして挙げら 
れるのが、業務上の必要性や相当性です。 
受け手が不快に感じる内容でも、業務上の必要性や相当性 

が認められる場合は、パワハラに該当しないケースが多いと 
言われています。したがって、上司や先輩は、これらのポイ 
ントを意識しながら指導を行う必要があります。 
 ただし、業務上の必要性が認められても、その内容が不適 
切な場合は、パワハラに該当する恐れがあります。 
 指導は、相手の成長を促すために行われるものです。同様 
に注意が必要なのが指導のタイミングです。内容が的を射て 
いたとしても、相手の立場に配慮せず行われる指導や過去の 
失敗を執拗に責め続けることは、指導ではなくパワハラにな 
る可能性が高いと言えます。 
また、指導する側の態度や感情も注意が必要です。当然な 

がら威圧的・高圧的・否定的な指導や苛立ち、嫌悪感、嘲笑 
うなどに基づく指導は不適切と云えます。これらの態度や感情が、業務を進め
る上で必要・相当とは認められないからです。 
 
パワハラを放置するリスク 
◆ 職場の雰囲気が悪化 
  パワハラに対して必要な対策を講じないで放置すると、職場の雰囲気は悪
くなり、加害者・被害者といった当事者だけでなく、職場全体で居心地が悪
く感じられるようになり、最悪の場合は人材の流出にもつながります。 

◆ 生産性の低下 
  パワハラのある職場では、ストレスの高まりや集中力の低下、欠勤、働く
意欲の低下などを引き起こし、生産性の低下に直結します。 

◆ 人材の維持・確保が困難 
  パワハラによる体調不良やメンタル不調で欠勤や休職などが増加すると、
当然人材不足に陥ります。そうなると、パワハラ被害者に限らず、優秀な人
材までが働きやすい環境を求めて退職するなど、離職率の増加につながるリ
スクが大きくなります。また、パワハラが横行する企業として口コミが広が
ってしまうと、人材の確保も難しくなってきます。 

   

 

 

ハラスメントについては、就業規則で「ハラスメントの防止に関する規程」を
制定し、従業員が順守しなければならない事項を定めています。今一度確認し
てみましょう。 

 

 



辰 年 
 

 

令和６年は「辰年」です。 

辰年は最も幸運で最も繁盛し、前例のない機会に満ち 

ていると云われています。創造性と情熱を解き放ち、勇 

気と自信をもって夢を追い求める年でもあります。 

 

≪「辰」と「竜」と「龍」≫ 
 十二支の「辰」は、本来「草木の形が整った状態」を表 

しているとされていますが、シンボルとして「竜」「龍」が 

あてがわれていると言われています。 

 「竜」は常用漢字で、「龍」は旧字体です。「竜」は「龍」の略字ですが、古

字でもあります。 

 竜は古代中国の神話で神獣とされて 

いるので、中国では皇帝のシンボルと 

なっています。そのため、竜顔＝帝王 

の顔、竜衣＝帝王の衣服、竜影＝帝王 

の姿など帝王にまつわるものには竜が 

付くことが多く、最上級の意で竜を用いることもあります。 

 

≪竜にまつわる言葉≫ 
 ○竜の落とし子（たつのおとしご） 

  およそ魚に見えず竜の姿に見えることから、この名前が付いた。 

 ○竜の髭（りゅうのひげ） 

  ユリ科の多年生常緑草で、その名のとおり竜の髭に似ている。 

 ○竜胆（りんどう） 

  リンドウ科の多年生植物で、秋に釣り鐘型で緑の花が咲く。干した根を生

薬として用いるが、余りにも苦く胆汁のようなので、最上級の竜を冠し

「竜胆」と名付けられた。 

 ○九頭竜（くずりゅう） 

  日本各地に九つの頭を持つ竜の伝説があり、それにまつわる地名や神社な

どがある。 

 ○鳴竜（なきりゅう） 

  天井に大きな竜が描かれており、真下で柏手を打つと竜が鳴いているよう

に響く仕掛け。日光東照宮（栃木県）、相国寺（京都府）、妙見寺（長野

県）などにある。 

 ○竜の顎の珠を取る（りゅうのあぎとのたまをとる） 

  ある目的のため、非常な危険を冒すこと。 

 ○竜の水を得る如し（りゅうのみずをえるごとし） 

  竜が水を得て昇天するように、強いものが一層勢い 

を得ること。類似語に「竜が雲を得る如し」、「龍に 

翼を得たる如し」がある。 

 ○竜の髭を撫でる（りゅうのひげをなでる） 

  極めて危険なことの例え。  

 

 

  
 



３６協定を締結 

 

昨年１１月、本社及び各営業所で「時間外労働及び休日労働に関する協定」
（一般的には「３６協定」と称されています。）が、締結当事者間において協
定されました。この協定（労働基準監督署へ届出し受理済）の結果、従業員の
皆さんには協定の有効期間中（１年間）、時間外労働と休日労働をお願いする
ことが法的に可能となっています。 

協定の 
有効期間 令和５年１２月１日～令和６年１１月３０日（１年間） 

延長することができる 
時間外労働の時間数 

労働させる 
ことができる
休日の日数 

特別の事情がある場合の時間 
外労働（左記の時間外労働の

時間数は含まれない） 

１か月 １ 年 １か月 １か月 １ 年 

４５時間 ３６０時間 ２日 ７０時間 ７２０時間 

 

技能実習の修了 

 

令和３年１月から、当社に技能実習生として入社されて 
いたベトナム社会主義共和国の「チャン・ティ・トゥーン」 
さんが、３年間の研修期間を無事終えられ、１１月に帰国さ 

れました。 
研修期間中は、宮島口旅客ターミナルで清掃業務の技能修 

得に努めていただきました。帰国後、研修の成果を発揮され 
ることを期待しましょう。 

編集後記 

 

 皆さんにとって、令和５年はどんな年でしたか？ 
昨年の暮れ、職場の方とこの一年で感動した出来事が話題になりましたが、自

分にとっては思い当たる感動が無く、現実として漠然として令和５年を過ごし
ていたことに気付かされました。 

 
過去の自分を振り返ってみると、２０歳代には、将来を描く夢があり希望が満

ち溢れていました。３０から４０歳代は、色々な職種にチャレンジする喜びと苦
しみがあり、それが仕事に対する充実感として捉えることができました。また、
家庭においても子供の成長に一喜一憂するなど公私とも充実感がありました。
５０歳代には、定年に備えての最終的な仕上げの時間としての意欲と粘り腰が
ありました。６０歳代も、第２の人生の出発として働く意欲が強くありました。
今思えば、それぞれの出来事で感動を覚える年代でした。 
 

 そこで令和６年は、令和５年の自分の生活態度を改 
め、年間を通じて感動に結び付ける行動を起こし、老 

いを感じさせない毎日を過ごしたいと考えています。 

≪文責 総務経理部 Ｎ .Ｔ≫ 

 

 


